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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
どのように始めたらよいですか。
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学ぶ
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上の利点と
価値提案の確認。
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2
概要

Oracle Smart View for Google Workspaceは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセス向けに特別に設計された共通の Google Workspaceインタフ
ェースを提供します。
Oracle Smart View for Google Workspaceを使用すると、Google Workspaceユーザーは Cloud
EPMデータにアクセスし、フォームを操作し、Google Sheetsでアド・ホック分析を実行でき
ます。Smart Viewを使用すると、Google Sheetsでデータを表示、インポート、操作、配布、
共有できます。
Google Sheetsで Smart Viewを使用するには、Google Workspace Marketplaceから Smart
Viewアドオン拡張機能をインストールする必要があります。Smart Viewアドオン拡張機能を
使用すると、Google Workspaceユーザーは、Google Sheetsで Smart View機能を利用できる
ようになります。
このガイドでは、Google Sheetsに Smart Viewをインストールするために必要な前提条件とイ
ンストール情報について説明します。データ・ソースに接続し、Google Sheetsでデータを表
示および分析するための Smart View機能の使用方法については、Oracle Smart View for
Google Workspaceの使用をご覧ください。
Oracle Smart View for Google Workspaceを使用する際は、次の点にご注意ください:

• Oracle Smart View for Google Workspaceでは、Googleのサーバー上で追加の処理が必要
になるため、一部の操作で予想よりもパフォーマンスが遅くなる場合があります。

• Oracle Smart View for Google Workspaceのユーザー・インタフェース・コンポーネント
(メニュー・ラベル、メッセージ、ダイアログ・ボックス、パネルなど)は、Google Workspace
アカウントの言語設定で選択されている言語に関係なく、現在英語でのみ利用できます。

• アド・ホック操作用ネイティブ・モードは段階的に廃止され、かわりに拡張機能を備えた
標準モードが導入されます。標準モードをすべてのユーザーにお薦めします。Smart View
を効果的に活用するには、Cloud EPMアプリケーションを構成して、Smart Viewのアド・
ホック動作設定で標準モード・オプションを使用することをお薦めします。これにより、
互換性が確保され、最新機能にアクセスできるようになります。

ビデオ

目的 このビデオを見る
Smart View for Google Workspaceを設定し、
Cloud EPMユーザーが Cloud EPMデータにアク
セスし、フォームを操作し、Google Sheetsでア
ド・ホック分析を実行できるようにする方法を学び
ます。

 
Smart View for Google Workspaceの設定

サポートされているデータ・ソース・プロバイダ
Oracle Smart View for Google Workspaceは現在、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementデータ・ソース・プロバイダをサポートしています。
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Cloud EPMの次のビジネス・プロセスがサポートされています:

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Planning

• Tax Reporting

Google APIから受け取った情報の使用
Google APIから受け取った情報の使用は、Chromeウェブストア・ユーザー・データ・ポリシ
ー(限定的な使用の要件を含む)に準拠します。
Oracleのプライバシ・ポリシーについては、https://www.oracle.com/legal/privacy/をご覧くだ
さい。

Oracle Smart View for Google Workspace利用規約
次の利用規約は、Oracle Technology Network Developer License Termsに記載されている契約
に加えて適用されます。
Oracle Smart View for Google Workspaceを起動もしくは使用することにより、あるいは「同
意する」ボタンもしくはボックス(または同等のもの)を選択することにより、お客様は Oracle
Technology Network Developer Licenseに拘束されることに同意するものとし、お客様による
Oracle Smart View for Googleの使用は、Google Workspace Marketplace利用規約(以下、総称
して「使用条件」)の対象となります。お客様が会社またはその他の法人を代表して本使用条件
に同意する場合、お客様はその法人を本使用条件に拘束させる権限を有することを表明したこ
とになります。またこの場合、本使用条件で使用される「お客様」は、当該法人を指すものと
します。本使用条件に拘束されることを望まない場合は、「同意する」ボタンもしくはボックス
(または同等のもの)を選択せず、Oracle Smart View for Google Workspaceを起動またはアクセ
スしないでください。

Chapter 2
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https://developer.chrome.com/docs/webstore/program_policies/
https://developer.chrome.com/docs/webstore/program_policies/
https://developer.chrome.com/docs/webstore/program-policies/limited-use
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https://www.oracle.com/downloads/licenses/gadgets-license.html
https://www.oracle.com/downloads/licenses/gadgets-license.html
https://workspace.google.com/terms/marketplace/tos/


3
前提条件

Oracle Smart View for Google Workspaceを使用する前に、次の前提条件を考慮してください。
• Chromeまたは Google Workspaceと互換性のあるブラウザを使用していること。
• 組織によってプロビジョニングされた Google Workspaceアカウントを持っていること。
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境がリリース 25.01以上に
更新されていること。

• Cloud EPM環境が、Oracle Cloud Infrastructure (OCI)にデプロイされていること。
• Google Sheetsのサポートは、該当するビジネス・プロセスのWebアプリケーション設定
で有効になっています。詳細は、Google Sheetsの Smart View拡張機能の有効化を参照し
てください。

• 組織のサインイン認証情報を使用して Smart Viewからビジネス・プロセスにアクセスする
場合、サービス管理者は IDCSアプリケーションを作成し、ビジネス・プロセスに接続す
るための接続情報をユーザーに提供する必要があります。詳細は、Oracle Identity Cloud
Service (IDCS)アプリケーションの作成を参照してください。

Google Sheetsの Smart View拡張機能の有効化
ユーザーは、サービス管理者がアプリケーション・レベルで Smart View機能を有効にした場
合にのみ、Google Sheetsで Smart View機能を使用できます。
サービス管理者は、Google Sheetsで Smart Viewを使用してユーザーが接続するすべてのビジ
ネス・プロセスのアプリケーション設定から、Google Sheetsのサポートを有効にする必要が
あります。デフォルトでは有効になっていません。
Google Sheetsのサポートが有効になっていない場合、ユーザーが Smart Viewからビジネス・
プロセスに接続すると、保存したシートを再度開く、シート情報を表示する、データ値を調整
する、セルを展開または折りたたむ、Smart Viewオプションを変更することしかできません。
ただし、ユーザーが保存したシートをリフレッシュまたは送信したり、グリッド内のデータを
更新して送信したり、シート内の関数をリフレッシュしようとすると、次のようなメッセージ
が表示されます。「この操作はプロバイダでサポートされていません。Google Sheetsのサポ
ートを有効にするには、管理者に問い合せてください」。そして、データの送信またはリフレッ
シュを続行できません。同様に、Smart Viewホーム・パネルを開こうとすると、管理者はこの
インスタンスに対して Google Sheetsのサポートを有効にしていませんというメッセージが
表示されます。
サービス管理者が Google Sheetsのサポートを有効にすると、ユーザーは「Smart Viewホー
ム」パネルを開いてライブラリを表示し、アプリケーション内のフォームやアド・ホック・グ
リッドを操作し、データをリフレッシュして送信し、Smart View機能を使用できます。
Google Sheetsの Smart View拡張機能を有効にするには:

1. ビジネス・プロセス用のWebアプリケーションを開きます。
2. 「アプリケーション」をクリックし、「設定」をクリックします。
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3. 「Smart Viewアドオン」セクションで、「Google Sheets」のチェック・ボックスを選択し
ます。このチェック・ボックスはデフォルトでは選択解除されています。
 

 

4. 「保存」をクリックします。

Oracle Identity Cloud Service (IDCS)アプリケーションの作
成

サービス管理者は、Oracle Identity Cloud Service (IDCS)アプリケーションを作成し、ユーザー
が組織のサインイン資格証明を使用して Oracle Smart View for Google Workspaceからビジネ
ス・プロセスに接続できるように、接続資格証明をユーザーに提供する必要があります。
ユーザーが組織のサインイン資格証明を使用して Smart Viewからビジネス・プロセス環境に
アクセスする場合にのみ、この手順に従ってください。ユーザーがユーザー名とパスワードな
どの基本認証を使用するネイティブ・ユーザーである場合は、この手順は不要です。
ユーザーが組織のサインイン資格証明を使用して接続する場合、サーバー URL、クライアント
ID、IDCS URLを「接続」ダイアログに入力する必要があります。

サービス管理者は、次の接続資格証明を構成してユーザーと共有してください:

• サーバー URL: これは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネ
ス・プロセスのWebアプリケーション・リンクを指します。Webアプリケーション・リ

Chapter 3
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ンクの「/epmcloud」を削除し、URLの末尾に「/HyperionPlanning」を追加して変更しま
す。

• クライアント ID: これは、以下で説明する IDCSアプリケーション作成プロセスの一部とし
て生成されます。クライアント IDを確認するには、「アイデンティティ・ドメイン」に移
動し、「統合アプリケーション」をクリックします。IDCSアプリケーション・リンクをク
リックし、「一般情報」セクションで、「クライアント ID」フィールドの値を確認します。

• IDCS URL: これは、Cloud EPM Webアプリケーションを開いたときにサインイン・ペー
ジに表示される URLです。リンクを「identity.oraclecloud.com」までそのままにし、この
部分の後の文字を削除して、変更します。例: https://idcs-
<instanceID>.identity.oraclecloud.com。

IDCSアプリケーションの作成プロセスは、次のステップに分かれています。これは、環境ご
とに 1回のみ必要な構成です。
ステップ 1: アプリケーションの追加
ユーザーが Smart Viewを介してアクセスするビジネス・プロセスごとに、カスタム・アプリ
ケーションを作成して追加します。カスタム・アプリケーションには様々なタイプがあります。
Smart Viewを使用するには、モバイル・アプリケーションを作成する必要があります。
1. IDCSコンソールの「アイデンティティ・ドメイン」パネルで、「統合アプリケーション」
をクリックし、「アプリケーションの追加」をクリックします。

2. 「アプリケーションの追加」ダイアログで、「モバイル・アプリケーション」を選択し、「ワ
ークフローの起動」をクリックします。

3. 「アプリケーション詳細の追加」ステップで、アプリケーションの名前を入力し、「次」を
クリックします。

4. OAuthの構成ステップの「認可」で、デフォルトで選択されているオプションをすべてク
リアし、「リフレッシュ・トークン」オプションと「デバイス・コード」の各オプションを
選択します。

5. 「終了」をクリックします。
アプリケーションのページが開き、アプリケーションの詳細と関連アクションの概要が表
示されます。

アプリケーションのクライアント IDは、「一般情報」セクションに表示されます。ユーザーが
Smart Viewの使用を開始する前に、このクライアント IDが、サーバー URLおよび IDCS URL
とともにユーザーに提供されるようにしてください。
詳細は、次のトピックを Oracle Cloud Infrastructureドキュメントで参照してください:

• アプリケーションの追加
• モバイル・アプリケーションの追加
• OAuthの構成
ステップ 2: アプリケーションのアクティブ化
ステップ 1で作成したアプリケーションをアクティブ化して、ユーザーが利用できるようにし
ます。アプリケーション・ページで、アプリケーション名の下にある「アクティブ化」をクリ
ックします。
詳細は、Oracle Cloud Infrastructureのドキュメントでアプリケーションのアクティブ化を参照
してください。

Chapter 3
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4
Smart Viewのインストール

Oracle Smart View for Google Workspaceのアドオン拡張機能は、Google Workspace
Marketplaceからインストールできます。
Smart View拡張機能は、組織からプロビジョニングされた Googleアカウントにインストール
できます。
Google Sheetsに Smart Viewをインストールするには:

1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。

2. 「Extensions」メニューで「Add-ons」を選択し、「Get add-ons」を選択します。
3. Google Workspace Marketplaceセクションで Oracle Smart View for Google

Workspaceを検索し、Oracle Smart Viewタイルを選択します。
4. 「Overview」タブと「Permissions」タブで詳細を確認し、「Install」をクリックします。

 

 

5. 「Choose an account」ダイアログ・ボックスで、Smart View拡張機能をインストールす
る Google Workspaceアカウントを選択します。

6. プライバシ・ポリシーと利用規約を確認し、「Continue」をクリックします。
7. アクセス権限を確認し、「Allow」をクリックします。

Smart Viewには次のアクセス権限が必要です:

• スプレッドシートの表示と管理
• すべての Google Sheetsスプレッドシートの表示、編集、作成、削除
• 外部サービスへの接続
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• Googleアプリケーション内のプロンプトとサイドバーでの Smart Viewユーザー・イ
ンタフェース(UI)とWebコンテンツの表示と実行

インストールが開始されます。完了すると、Smart View for Google Workspaceがインス
トールされたことを示す確認メッセージが表示されます。

8. メッセージ内の「Next」をクリックし、「Done」をクリックしてダイアログ・ボックスを
閉じます。

9. スプレッドシートで、「拡張機能」メニューを開きます。様々な操作を含む Smart View for
Google Workspaceメニューが表示されます。

 

 
これで、ビジネス・プロセスに接続し、Smart Viewでデータに対して様々な操作を実行できる
ようになりました。
データ・ソースへの接続と、Smart View機能を使用したデータの表示と分析の詳細は、Oracle
Smart View for Google Workspaceの使用をご覧ください。

Smart Viewの更新
Smart View拡張機能の更新バージョンをインストールするために、何もする必要はありませ
ん。
Oracleが Google Workspace Marketplaceに更新バージョンを公開するたびに、Smart View拡
張機能の自動更新が送信されます。
Smart View拡張機能の最終更新日を確認するには:

1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。
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2. 「拡張機能」メニューで、アドオンを選択し、アドオンの管理を選択します。
3. Oracle Smart View for Google Workspaceをクリックし、「Listing updated」フィール
ドを表示します。
Google Workspace Marketplaceで Smart View拡張機能の最終更新日が表示されます。

 

 

Smart Viewのアンインストール
Google Sheetsから Smart View拡張機能をアンインストールするには:

1. Google Workspaceの資格証明を使用して Google Sheetsにログインし、新しいスプレッ
ドシートを開きます。

2. 「拡張機能」メニューで、「アドオン」を選択し、「アドオンを管理」を選択します。
3. Oracle Smart View for Google Workspaceをクリックし、「アンインストール」をクリッ
クします。
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